
Ⅰ．はじめに

　本県では県南部を中心にシカによる剥皮害が拡大し，大きな問

題となっている。このことから，本所では被害の防除対策に必要

な情報を得るため，平成１２年度から被害状況に関する調査に取り

組んでいる。これまでは，外観から立木の剥皮状況を観察するこ

とで被害を把握してきた。しかし，これでは継続的に発生してい

る被害の累積量しか把握できない。そのため，防除対策を考える

際，被害拡大の過程が把握できず，対策を講じる時期や期間を特

定することが困難であった。そこで，今回，被害量がどのように

変化したのか，その過程を明らかにするため，被害木の円盤を採

取し，そこに残された被害痕から被害の発生動向を調査したので，

その結果を報告する。

Ⅱ．調査地と調査方法

　調査地は，熊本県球磨郡水上村内の標高８００m前後，斜面傾斜

角１２～１６度の北向き斜面に広がるヒノキ２８年生林分（累積被害率

４６％）である。林分の斜面方向に７０m×１５０m（１．０５ha）の調査プ

ロットを設定し，この中に生育する立木（１３６８本）について，胸

高直径（平均２１cm）とシカ被害の有無を調査した。被害が確認

された立木（６２７本）は，２００２年３月に全て伐倒し，採取した円

盤（被害部，胸高部）に残る被害痕と年輪から被害発生年と被害

が発生した当時の胸高直径を調査した。２００１年から２００２年の期間

に発生した被害について，被害がどの胸高直径階で特異的に発生

しているかイブレフの選択係数を応用した被害指数を用いて解析

した。被害指数は以下の式で与えられる。

　Ei＝（ri－ Ni）／（ri＋ Ni）

　　

Ei： i 番目の胸高直径階における被害指数

Ni： 立木の総数に対する i 番目の胸高直径階に含まれる立木数

の比率

ri： 被害木の総数に対する i 番目の胸高直径階に含まれる被害

木数の比率

　なお，胸高直径は２００２年に測定した値を用いた。

　被害指数は－１と＋１の間の値をとり，値が＋１に近づくほど，

剥皮時にその胸高直径階の樹木に対する選択性が高いことを示し

ている。

Ⅲ．結果と考察

　１．被害率の推移

　本論文では，１年だけ新規の被害を受けた立木を単年の被害発

生木，その本数の全立木に対する比率を単年の被害発生率と呼ぶ。

以前に被害を受けたことがあり，再び被害を受けた立木を再被害

木と呼ぶ。また，全立木に対する被害木の比率を累積被害率と呼

ぶ。

　被害木数と被害率の推移を図－１に示す。被害は，１９８８年から

出始め，２００２年まで毎年発生していた。累積被害率は，１９９８年ま

では２３％であったが，１９９９年以降の３年間で２倍に増えて，２００１

年には４６％に達した。単年の被害発生率は，１９９８年までは５％未

満の比較的低い水準で推移し，最高は２００１年の１３％であった。全

期間を通してみれば，被害発生率は２００１年まで漸増傾向にあった。

２００２年の被害発生率が極端に低かったのは，３月以降に発生した

可能性のある被害をカウントしていないためと考えられる。再被

害木の本数は，単年の被害発生率が高くなるにつれて多くなる傾

向を示した。被害は，単年だけの一時的なものが大部分を占めて

いたのに比べ，複数回にわたるものは少なく，全被害木の約２０％

を占めていたにすぎなかった（図－２）。このことから，造林地

ではそれまで被害を受けていなかった立木（健全木）が主な加害

対象となり，被害が拡大したものと思われる。

　２．被害と胸高直径の関係

　図－３に，被害木の胸高直径（被害発生当時）階別の本数率を

示す。１９８８年から１９９５年の期間は，胸高直径の比較的小さい

１０cmから１４cmの階級が被害木の過半数を占め，１９９６年以降は，

胸高直径２０cm以上の大きい階級でも被害が発生していた。また，

１９９９年から２００１年にかけて被害発生本数が大きく増加しても，胸

高直径１０cmから２８cmまでの広い階級にわたって被害が発生して
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いた。図－４に，胸高直径階別の被害率及び被害指数を示す。被

害率は胸高直径１８cmから２０cmの階級をピークとして山型に分布

していた。一方，被害指数には大きな変動がみられず，全ての胸

高直径階で，値は－０．１８から０．２２の範囲に含まれた。これは，胸

高直径階に対する選好がほとんどなかったことを示している。胸

高直径１８cmから２０cmの階級で被害率が高かったのは，この階級

に立木が多く分布していたためと考えられる（図－３）。２００１年

から２００２年の期間（累積率被害率４６％）において，被害の有無と

胸高直径との間には一定の関係が無いことがわかった。これらの

ことから，胸高直径が比較的小さい被害木の多かった１９９５年まで

は，累積被害率が約１０％（図－１）と低かったことを考えると，

胸高直径に対する選好は被害の初期にみられたかもしれないが，

被害が拡大してくると嗜好性がなくなる可能性のあることを示唆

している。　

Ⅳ．まとめ

　以上のことから，ニホンジカによる剥皮害の発生動向について，

次のことがわかった。①被害は１９８８年から２００２年まで毎年発生し，

２００１年まで漸増傾向にあった。②単年の被害発生率はほとんど

１０％未満であった。③単木毎にみれば，単年だけの一時的な被害

が大部分を占めていた。④累積被害率が高い（４６％）場合，胸高

直径に対する選好はほとんど無かった。以上の結果から，剥皮害

対策を考えた場合，①資材等で保護すべき立木を選抜する。②選

抜した立木は，伐採まで長期にわたって保護する。ことなどが重

要であると考えられる。また，被害が発生し始めた造林地では，

被害拡大する可能性があるため，早期に防除対策を講じておく必

要がある。被害が１９８８年から２００１年まで漸増傾向にあった原因に

ついては，過去における造林地の環境変化や生息密度との関係な

ど様々な角度から検討する必要があると思われる。櫻木（1）は，

被害と生息密度の関係について，樹皮採食木率（被害率）が過去

のシカ生息密度の指標として有効であることを報告している。こ

のことから，調査地のシカ生息密度は，被害が出始めた１９８８年か

ら２００１年の期間において，徐々に増加した可能性のあることが示

唆される。今後，さらに詳細な被害の発生動向を明らかにするた

め，被害木の分布状況やその拡散過程，被害の季節的変化につい

ても調査を進めていく計画である。
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図－１．被害木数と被害率の推移
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図－２．単木が受けた被害回数毎の被害木数

図－４．胸高直径別の被害率及び被害指数

図－３．被害木の胸高直径階別本数率
（　）の数字は被害木本数

（２００３年１月６日　受理）


